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武
蔵
野
市
教
育
委
員
会
は
、
平
成
21
年
度
に
「
武
蔵
野
市
学
校

教
育
計
画
」、「
武
蔵
野
市
生
涯
学
習
計
画
」、「
武
蔵
野
市
図
書
館
基

本
計
画
」
の
三
つ
の
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
に
策
定
し
た
「
武
蔵
野
市
特
別
支
援
教
育
推
進
計

画
」
と「
武
蔵
野
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
」を
含
め
、
武
蔵
野
市
の
教

育
行
政
の
指
針
と
な
る
五
つ
の
計
画
が
揃
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

武
蔵
野
市
の
教
育
行
政
に
は
、「
学
校
教
育
」に
関
す
る
施
策
（
子

ど
も
た
ち
に
対
し
、
確
か
な
学
力
や
豊
か
な
人
間
性
、
体
力
な
ど
社

会
で
生
き
て
い
く
た
め
の
基
礎
を
培
う
も
の
）
と
「
生
涯
学
習
」
に

関
す
る
施
策
（
生
涯
に
わ
た
る
自
発
的
意
思
に
基
づ
く
学
習
を
支
援

す
る
も
の
）
の
二
つ
の
分
野
が
あ
り
ま
す
。
平
成
21
年
度
に
策
定
し

た
「
武
蔵
野
市
学
校
教
育
計
画
」と
「
武
蔵
野
市
生
涯
学
習
計
画
」は
、

こ
の
二
つ
の
分
野
の
柱
と
な
る
計
画
で
す
。

今
後
は
、
五
つ
の
計
画
に
基
づ
き
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
武
蔵
野
市

の
教
育
行
政
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

今
号
で
は
、「
武
蔵
野
市
学
校
教
育
計
画
」、「
武
蔵
野
市
生
涯
学
習

計
画
」、「
武
蔵
野
市
図
書
館
基
本
計
画
」の
三
つ
の
計
画
に
つ
い
て
、

そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。（「
武
蔵
野
市
特
別
支
援
教
育
推
進
計
画
」

と
「
武
蔵
野
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
」
に
つ
い
て
は
、「
き
ょ
う
い

く
武
蔵
野 
第
109
号
」
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。）

【
基
本
理
念
】

知
性
・
感
性
を
磨
き

未
来
を
切
り
拓ひ

ら

く 

武
蔵
野
の
教
育

次
代
を
担
う
若
者
に
は
、
社
会
に
強
い
関
心
を

持
ち
、
積
極
的
に
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
切
り
拓
い

て
い
く
意
欲
と
社
会
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
豊
か
な
知

性
や
感
性
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
ま

す
。
武
蔵
野
市
で
育
つ
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
、
生
き
る
力
を
培
い
、
互
い
に
協
力
し
て
、
こ

れ
か
ら
の
時
代
を
切
り
拓
い
て
い
っ
て
欲
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
、
自
然
や
社
会
の
現
実
に
触

れ
る
体
験
活
動
を
通
し
、
ま
た
、
武
蔵
野
市
の
豊

か
な
文
化
的
・
教
育
的
環
境
の
中
で
知
性
や
感
性

を
磨
き
、
未
来
を
切
り
拓
く
力
を
培
っ
て
い
け
る 

よ
う
、
教
育
活
動
の
一
層
の
充
実
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

【
概　
　
要
】

平
成
22
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
ま
で
の
５
年

間
を
計
画
期
間
と
し
、「『
生
き
る
力
』
を
は
ぐ

く
む
教
育
」「
学
び
の
質
を
高
め
る
教
育
環
境
」

「
学
校
と
地
域
が
協
働
し
た
教
育
」
の
三
つ
の

柱
の
も
と
、
武
蔵
野
市
の
学
校
教
育
が
行
う
取

組
を
七
つ
の
基
本
方
針
と
27
の
施
策
に
体
系
化

し
ま
し
た
。

●
重
点
的
な
取
組

　
重
点
１　
学
び
の
基
盤
づ
く
り

豊
か
な
学
び
を
実
践
し
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
の

土
台
と
な
る
基
盤
づ
く
り
が
大
切
で
す
。
ま
ず
学
び

の
基
盤
づ
く
り
に
重
点
を
置
き
、
基
礎
・
基
本
の
定

着
を
図
り
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
資
質
・
能
力
・

可
能
性
を
伸
ば
し
て
い
き
ま
す
。

●

授
業
改
善
（
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
の

習
得
）
の
推
進

●

少
人
数
教
育
の
推
進

●

家
庭
と
連
携
し
た
学
習
習
慣
・
生
活
習
慣
の
確
立

●

教
員
研
修
の
充
実

●

教
育
セ
ン
タ
ー
の
検
討

●

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
（
電
子
情
報
機
器
）
を
活
用
し
た
教

育
の
推
進

●

教
員
用
Ｐ
Ｃ（
パ
ソ
コ
ン
）ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

重
点
２　
知
的
好
奇
心
を
高
め
る
教
育
の
推
進

子
ど
も
た
ち
が
自
ら
学
ぶ
意
欲
を
持
ち
、様
々
な

こ
と
に
興
味
や
関
心
を
持
っ
て
取
り
組
め
る
よ
う
、

知
的
好
奇
心
を
喚
起
す
る
授
業
や
本
物
に
触
れ
る
授

業
、セ
カ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
な
ど
に
よ
る
体
験
活
動
の

充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
大
学
や
企
業
な

ど
と
も
連
携
し
、
特
色
あ
る
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

●

授
業
改
善
（
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
は
ぐ

く
む
指
導
）
の
推
進

●

理
科
専
科
教
員
を
小
学
校
全
校
に
配
置

●

大
学
・
企
業
と
の
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

●

セ
カ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
の
充
実

●

図
書
館
な
ど
市
内
施
設
の
活
用

重
点
３　
地
域
と
協
働
し
た
学
校
づ
く
り

学
校
と
地
域
と
の
良
好
な
関
係
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
積
極
的
に
学
校
教
育
を
地
域
に
開
き
、
学
校
と

地
域
と
の
関
係
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
充
実
し
て
い
き

ま
す
。

●
「
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
協
議
会
、
代
表
者
会
」

の
充
実

●

学
校
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
制
の
研
究

●

情
報
発
信
の
充
実

●

地
域
と
連
携
し
た
安
全
・
安
心
の
取
組
の
推
進

【
問
合
せ
】
教
育
企
画
課　

☎
（
６
０
）
１
８
９
４

武
蔵
野
市
学
校
教
育
計
画

も く じ
１面　武蔵野市学校教育計画
２面　武蔵野市生涯学習計画／武蔵野市図書

館基本計画
３面　土曜学校／オリンピックウエアの寄贈

／ファミリースポーツフェア／教育委
員会の会議／社会教育委員の会議

４面　市立学校の活動の紹介（第一小学校、
本宿小学校、第二中学校）

武蔵野市学校教育計画 武蔵野市生涯学習計画
武蔵野市図書館基本計画を策定しました。

武蔵野市学校教育計画
（平成22年度～26年度）

武蔵野市特別支援教育
推進計画

（平成21年度～25年度）

武蔵野市
スポーツ
振興計画
（平成21年度
～30年度）

武蔵野市
図書館
基本計画
（平成22年度
～31年度）

武蔵野市生涯学習計画
（平成22年度～31年度）

武蔵野市教育委員会の
５計画の関係図
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【
基
本
理
念
】

と
も
に
学
び
、
つ
な
ぎ
あ
う

ひ
と
・
ま
ち
・
文
化

知
る
こ
と
に
親
し
み
、
学
ぶ
こ
と
を
求
め
る
人
々

の
知
的
好
奇
心
に
応
え
、
学
び
た
い
と
き
に
、
い
つ

で
も
学
び
は
じ
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
き
っ
か

け
づ
く
り
や
環
境
を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
が

学
び
を
継
続
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
自
分
づ
く
り
や

ま
ち
づ
く
り
、
地
域
に
関
わ
る
人
づ
く
り
が
で
き
る

よ
う
に
支
援
し
、
成
熟
し
た
生
涯
学
習
社
会
の
実
現

を
め
ざ
し
ま
す
。

【
概　
　
要
】

平
成
22
年
度
か
ら
平
成
31
年
度
ま
で
の
10
年
間
を

計
画
期
間
と
し
て
い
ま
す
。
基
本
理
念
を
実
現
す
る

た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
芸
術
文
化
、
大
学
と
の
連
携
、

施
設
開
放
、
土
曜
学
校
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
生
涯
学

習
に
関
す
る
取
組
の
蓄
積
を
も
と
に
、
左
図
の
と
お

り
六
つ
の
基
本
目
標
を
設
定
し
ま
し
た
。

「
学
び
を
育
む
基
礎
づ
く
り
」
か
ら
「
市
民
文
化
の

発
信
」
は
、
生
涯
に
お
け
る
学
び
の
段
階
を
示
し
て

い
ま
す
。
ど
こ
か
ら
は
じ
め
て
も
、
ど
こ
で
小
休
止

し
て
も
、
誰
も
が
学
び
に
触
れ
、
継
続
で
き
る
よ
う
、

各
段
階
で
基
本
理
念
の
実
現
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

四
つ
の
学
び
の
段
階
を
支
え
る
「
生
涯
学
習
社
会
基

盤
の
強
化
」、
未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
「
未

来
へ
の
学
び
の
継
承
」
を
加
え
ま
し
た
。

こ
の
基
本
目
標
の
も
と
、
45
の
基
本
施
策
を
設
定

し
て
い
ま
す
。

●
基
本
目
標

１　
学
び
を
育
む
基
礎
づ
く
り

い
つ
で
も
学
び
た
い
と
き
に
学
び
は
じ
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
機
会
を
充
実
し
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
学
習

活
動
の
継
続
を
支
援
し
ま
す
。

２　
多
様
に
学
ぶ
機
会
の
拡
充

年
齢
に
と
ら
わ
れ
な
い
人
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方
に
応

じ
た
生
涯
学
習
機
会
の
充
実
・
拡
充
に
努
め
ま
す
。

３　
学
び
の
成
果
の
共
有

「
人
と
人
と
の
結
び
つ
き
」
を
基
本
に
、
学
び
の
成

果
を
共
有
し
た
い
と
思
う
人
や
団
体
相
互
の
活
動
を
支

援
し
ま
す
。

４　
市
民
文
化
の
発
信

学
び
を
ベ
ー
ス
と
し
た
市
民
文
化
の
発
信
を
め
ざ

し
、
市
民
や
団
体
の
自
律
的
な
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

５　
生
涯
学
習
社
会
基
盤
の
強
化

豊
富
な
人
的
資
源
の
活
用
や
、
五
大
学
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な

ど
の
多
様
な
事
業
主
体
と
の
連
携
に
よ
り
、
生
涯
学
習

社
会
基
盤
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

６　
未
来
へ
の
学
び
の
継
承

普
遍
的
な
学
び
を
通
し
た
、
精
神
的
な
豊
か
さ
を
得

る
喜
び
を
未
来
へ
継
承
し
ま
す
。

●
重
点
施
策

●

武
蔵
野
プ
レ
イ
ス
に
お
け
る
機
能
連
携

●

生
涯
学
習
関
係
団
体
活
動
支
援
の
充
実

●

多
様
な
事
業
主
体
と
の
連
携
推
進

●

生
涯
学
習
情
報
の
共
有
化

●

武
蔵
野
ら
し
い
文
化
の
醸
成

【
問
合
せ
】
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課　
　

☎
（
６
０
）
１
９
０
２

【
基
本
方
針
】

市
民
活
動
が
活
発
で
あ
る
と
い
う
本
市
の
特
色

や
、
本
市
が
持
つ
様
々
な
地
域
資
源
の
存
在
を
踏

ま
え
て
、図
書
館
の「
力
」や
図
書
館
資
料
の
持
つ

「
力
」
を
引
き
出
す
四
つ
の
将
来
像
を
設
定
し
ま

し
た
。

図
書
館
が
目
指
す
将
来
像

１
「
図
書
や
読
書
の
大
切
さ
と
喜
び
を
実
感
で
き
、
本

の
あ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
案
・
創
造
す
る
図

書
館
」

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
発
達
に
よ
り
、
読
書
を

通
じ
て
知
識
を
得
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
あ
ら
た
め
て
読
書
の
楽
し
さ
を
実
感
で
き
る
機

会
を
提
供
し
ま
す
。

２
「
す
べ
て
の
人
の
学
び
を
支
援
す
る
図
書
館
」

世
の
中
に
あ
ふ
れ
て
い
る
様
々
な
情
報
か
ら
、
必

要
な
知
識
が
得
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

３
「
地
域
住
民
の
課
題
解
決
を
支
援
す
る
図
書
館
」

日
常
生
活
の
様
々
な
課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
情

報
発
信
や
、
行
政
窓
口
・
専
門
機
関
と
の
橋
渡
し
を

し
ま
す
。

４
「
人
々
が
交
流
し
文
化
を
創
造
す
る
地
域
拠
点
と

し
て
の
図
書
館
」

様
々
な
知
識
や
情
報
、
そ
し
て
人
々
が
出
会
い
、

交
流
す
る｢

活
動
空
間｣

と
し
て
、
市
民
の
知
的
な
活

動
を
は
ぐ
く
み
、地
域
文
化
の
創
造
を
支
援
し
ま
す
。

【
概　
　
要
】

平
成
22
年
度
か
ら
平
成
31
年
度
ま
で
の
10
年
間

を
計
画
期
間
と
し
、
右
の
「
四
つ
の
将
来
像
」
を

実
現
す
る
た
め
、
三
つ
の
基
本
施
策
（
図
書
館
の

運
営
に
関
す
る
項
目
）と
五
つ
の
基
本
施
策（
図
書

館
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
項
目
）
を
設
定
し
、
そ
れ

ぞ
れ
様
々
な
施
策
・
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

●
基
本
施
策

1　
図
書
館
施
設
・
機
能
の
充
実

●

他
の
公
共
施
設
を
利
用
し
た
図
書
館
機
能
の
充
実

●

既
存
施
設
の
整
備
・
改
修

●

図
書
館
情
報
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築

２　
安
心
し
て
利
用
出
来
る
図
書
館
環
境
の
構
築

●

利
用
者
の
安
全
性
を
高
め
る
施
設
の
充
実

●

個
人
情
報
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護

●

危
機
管
理
体
制
の
構
築

３　
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
体
制
整
備

●

職
員
の
人
材
育
成

●

施
設
の
管
理
・
運
営
形
態
の
整
備

●

評
価
シ
ス
テ
ム
の
構
築

４　
地
域
の
情
報
拠
点
と
し
て
の
情
報
の
蓄
積

●

多
様
な
情
報
資
料
の
蓄
積

●

市
民
や
地
域
の
蔵
書
の
有
効
活
用
と
資
料
の
リ
サ

イ
ク
ル

５　
市
民
や
関
係
機
関
と
連
携
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

●

市
民
と
の
協
働

●

他
の
図
書
館
施
設
、
行
政
部
局
と
の
連
携
・
協
力

●

そ
の
他
の
機
関
と
の
連
携
・
協
力

●

学
校
と
の
連
携
・
協
力

６　
図
書
館
の
活
用
と
情
報
収
集
の
支
援

●

貸
出
・
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
の
向
上

●

本
に
親
し
め
る
環
境
の
整
備

●

市
民
活
動
支
援
機
能
の
充
実

７　
市
民
の
学
び
と
課
題
解
決
の
支
援

●

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

●

学
び
を
支
え
る
情
報
の
収
集
・
提
供
・
発
信

●

課
題
解
決
へ
の
支
援

８　
利
用
対
象
者
別
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

●

一
般
利
用
者
向
け
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

●

児
童
向
け
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

●

ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
向
け
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

●

シ
ニ
ア
利
用
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

●

来
館
・
利
用
困
難
者
に
対
す
る
利
便
性
の
向
上

【
問
合
せ
】
中
央
図
書
館　

☎
（
５
１
）
５
１
４
５

武
蔵
野
市
生
涯
学
習
計
画

武
蔵
野
市
図
書
館
基
本
計
画

未来への
学
び
の
継
承

市民文
化
の
発
信

学びの成
果
の
共
有

多様に学ぶ機会の拡充

学びを育
む

基礎づく
り

生涯学習社会基盤の強化

学
び
の
段
階

施策体系における
六つの基本目標の関係図
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定
例
会
を
３
回
開
催
し
ま
し
た
。
３
月
に
、

前
期
委
員
に
よ
る
最
後
の
定
例
会
を
開
催
し
、

４
月
に
、
今
期
の
社
会
教
育
委
員
と
し
て
、
下

表
の
11
名
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

５
月
の
定
例
会
で
は
、
武
蔵
野
市
生
涯
学
習

計
画
や
教
育
委
員
会
の
各
計
画
、
生
涯
学
習
関

連
主
要
施
策
、『
ひ
と
・
ま
ち
・
情
報 

創
造
館

武
蔵
野
プ
レ
イ
ス
』
な
ど
に
つ
い
て
共
通
理
解

を
深
め
、
生
涯
学
習
施
策
の
展
望
に
つ
い
て
議

論
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
定
例
会
以
外
に
市
内
の
生
涯
学
習

関
連
施
設
の
見
学
や
、
教
育
委
員
と
の
懇
談
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
４
月
17
日
に
、東
久
留
米
市
立
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
平
成
22
年
度
東

京
都
市
町
村
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
定
期

総
会
に
出
席
し
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
（
６
０
）
１
９
０
２

定
例
会
を
３
回
開
催
し
ま
し
た
。
主
な
議
決

事
項
、
協
議
事
項
、
報
告
事
項
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◆
議
決
事
項
：
学
校
情
報
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す

る
た
め
の
設
備
の
買
入
れ
、
武
蔵
野
市
社
会

教
育
委
員
の
委
嘱
、
武
蔵
野
市
体
育
指
導
委

員
の
委
嘱

◆
協
議
事
項
：
平
成
22
年
度
教
育
委
員
会
各
課

の
主
要
事
業

◆
報
告
事
項
：
就
学
支
援
シ
ー
ト
の
実
施
状

況
、
一
般
財
団
法
人
武
蔵
野
市
給
食
・
食
育

振
興
財
団
の
設
立
、
平
成
22
年
度
武
蔵
野
市

立
学
校
児
童
・
生
徒
数
及
び
学
級
数
の
状
況
、

武
蔵
野
プ
レ
イ
ス
の
開
設
準
備
状
況

な
お
、教
育
委
員
１
名
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

市
議
会
の
同
意
を
経
て
、
山
口
彭
子
さ
ん
が
教

育
委
員
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。（
任
期
：
平
成

22
年
４
月
１
日
〜
平
成
26
年
３
月
31
日
）

【
問
合
せ
】
教
育
企
画
課　

☎
（
６
０
）
１
８
９
４

武
蔵
野
市
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
休

業
日
で
あ
る
土
曜
日
に
、
小
中
学
生
に

様
々
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る

「
土
曜
学
校
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
学

校
の
先
生
や
地
域
の
団
体
、
地
域
五
大
学

な
ど
の
協
力
を
得
て
、
理
科
や
算
数
、
自

然
体
験
、
伝
統
文
化
、
国
際
理
解
、
音
楽
、

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
の
講

座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
21
種
類
の
講
座
の
開
講
を
予

定
し
て
い
ま
す
。「
サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ
ブ
」

や「
世
界
を
知
る
会
」
と
い
っ
た
従
来
の

講
座
に
加
え
、
次
の
二
つ
の
講
座
を
新
た

に
行
い
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

『
こ
ど
も
日
本
文
化
体
験
』
は
、「
茶
道
」

「
日
本
舞
踊
」「
雅
楽
」
の
三
つ
の
日
本
の
伝

統
文
化
を
そ
れ
ぞ
れ
一
回
ず
つ
体
験
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
初
回
は
茶
道
の
体
験

で
、22
名
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
、お
茶

の
話
を
聞
い
た
り
、
お
茶
の
お
手
前
を
行

い
ま
し
た
。
２
回
目
以
降
は
、
着
物
を
着

て
日
本
舞
踊
を
踊
っ
た
り
、
雅
楽
の
楽
器

の
演
奏
を
体
験
し
ま
し
た
。

『
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
・
犬
と
の

ふ
れ
あ
い
教
室
』
は
、
日
本
獣
医
生
命
科

学
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
し
、
犬
の

体
や
気
持
ち
を
学
び
ま
し
た
。

土
曜
学
校
へ
の
参
加
募
集
は
、
こ
れ
か

ら
も
市
報
や
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し
て
い

き
ま
す
。
多
く
の
小
中
学
生
の
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
（
６
０
）
１
９
０
２

氏　名 職　名　等
川村　陶子 成蹊大学准教授
菊池　　威 亜細亜大学教授
木﨑　　剛 武蔵野市青少年問題協議会委員
北居　有紀 武蔵野市立小中学校PTA連絡協議会
熊井　重彰 市立第四中学校校長
倉持　伸江 東京学芸大学講師

氏　名 職　名　等
小町　友則 NPO法人武蔵野自然塾理事
白井　龍男 市立第一小学校校長
高橋　繁夫 銀青会会長
飛山　堪子 銀蹊合同会代表幹事
中田婦久子 武蔵野市民芸術文化協会理事

（職名等は４月１日現在、敬称略五十音順）

きょういく武蔵野第111号　誤字のお詫びと訂正について

きょういく武蔵野第111号（平成22年３月15日発行）に誤りがありました。
謹んでお詫び申し上げ、下記のとおり訂正いたします。

３面「未来をひらくはたちのつどい」

●誤 実行委員の平尾信行さん → ●正 実行委員の平尾信之さん

武蔵野市在住で、バンクー
バーオリンピック スキーク
ロスのチーフコーチを務めた
村野友紀さんが、オリンピッ
クで着用した公式スポーツウ
エアとスーツを市に寄贈して
くださいました。

贈っていただいたスポーツ
ウエアなどは、武蔵野総合体
育館3階に展示しています。

　【問合せ】
生涯学習スポーツ課
☎（６０）１９０３

4月29日に、武蔵野総合体育館と武蔵野陸上競技場で、｢ファ
ミリースポーツフェア｣を開催しました。

体育館には、ドッヂビーやユニホック、プチテニスなどのコー
ナーを、陸上競技場には、ミニサッカーやグラウンドゴルフ、一
輪車などのコーナーを
設け、親子が様々な
ニュースポーツやレク
リエーションゲームを
体験しました。

【問合せ】
生涯学習スポーツ課
☎（６０）１９０３

今期の社会教育委員（任期：平成22年4月1日〜平成24年3月31日）

公式スポーツウエアを寄贈して
くださった村野さん（右）

大人も子どもも元気いっぱい！
（ユニホックの様子）

子ども達に
オリンピックの夢を
子ども達に
オリンピックの夢を
－村野コーチよりウエアを寄贈していただきました－

楽しい学び舎 土曜学校
ひらめく かんじる かんがえる

まな や

ファミリースポーツフェアを
開催しました

家族で楽しくスポーツ！

プログラムの詳細は「土曜学校ガイド」（http://www.city.musashino.lg.jp/
cms/guide/00/00/00/archive/93-1.pdf）をご覧ください。

茶
道
の
お
手
前
を
体
験

社
会
教
育
委
員
の
会
議（
3
月
〜
5
月
）

教
育
委
員
会
の
会
議
（
3
月
〜
5
月
）



今
年
度
、
地
域
と
の
連
携
を
よ

り
深
め
、
児
童
の
地
域
で
の
活
動

を
よ
り
活
性
化
す
る
こ
と
を
め
ざ

し
、
学
校
が
主
体
と
な
っ
て
地
区

班
の
連
絡
網
の
細
分
化
を
行
い
ま

し
た
。
具
体
的
に
は
、
今
ま
で
各

地
区
で
一
つ
で
あ
っ
た
連
絡
網
を

10
人
程
度
の
小
規
模
グ
ル
ー
プ
に

分
け
、
小
回
り
の
利
く
連
絡
方
式

と
し
ま
し
た
。
こ
の
連
絡
網
が
機

能
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
災
害
時

な
ど
の
緊
急
連
絡
体
制
が
よ
り
効

率
的
と
な
り
、
地
域
で
の
防
災
に

対
す
る
意
識
も
さ
ら
に
高
ま
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、

本
校
の
学
校
経
営
計
画
の
大
き
な

柱
の
一
つ
で
も
あ
る
「
学
校
内
外

の
危
機
管
理
体
制
の
確
立
」
に
結

び
付
く
も
の
で
す
。

こ
の
連
絡
網
が
常
時
の
連
絡
体

制
へ
と
定
着
し
た
次
の
段
階
で

は
、
児
童
が
よ
り
自
主
的
・
積
極

的
に
地
域
の
行
事
へ
と
参
加
し
て

い
く
た
め
の
ツ
ー
ル
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
だ
構

想
の
段
階
で
あ
り
、窓
口
の
校
外
委

員
の
方
々
に
は
、
調
整
の
段
階
か

ら
ご
足
労
を
い
た
だ
い
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
ク
リ
ア
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
課
題
も
山
積
み
で
す
。

一
つ
の
試
み
を
実
現
可
能
な
仕

組
み
に
昇
華
さ
せ
て
い
く
過
程
に

は
労
力
が
い
り
、
と
き
に
は
難
産

を
伴
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
が

や
が
て
は
、
児
童
の
自
主
的
な
活

動
や
地
域
の
活
性
化
に
結
び
つ
く

も
の
で
あ
れ
ば
、
意
欲
も
湧
き
ま

す
。「
夏
ま
つ
り
」「
新
年
子
ど
も

ま
つ
り
」
な
ど
の
地
域
の
恒
例
行

事
に
、
子
供
た
ち
が
主
体
的
に
参

加
し
、
意
欲
的
に
活
動
す
る
姿
を

楽
し
く
思
い
描
き
な
が
ら
、
こ
の

取
組
を
前
向
き
に
建
設
的
に
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
宿
小
学
校
は
、
吉
祥
寺
駅
の

北
東
部
を
学
区
域
と
し
て
東
は
杉

並
区
、
北
は
練
馬
区
と
接
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
都
会
の
住
宅

地
に
あ
り
な
が
ら
、
広
々
と
し
た

校
庭
に
は
春
の
た
け
の
こ
か
ら
始

ま
り
、
キ
ウ
イ
、
ぶ
ど
う
、
り
ん

ご
、
み
か
ん
な
ど
「
実
の
な
る
木
」

が
多
く
植
え
ら
れ
、
や
さ
し
く
ま

じ
め
な
児
童
が
多
い
学
校
で
す
。

朝
は
、
吹
奏
楽
団
の
練
習
の
音

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
朝
読
書
に
続

く
授
業
も
ノ
ー
チ
ャ
イ
ム
な
の
で

静
か
で
す
。
廊
下
に
は
一
輪
ざ
し

の
花
が
飾
ら
れ
、
児
童
の
絵
が
あ

ち
こ
ち
に
貼
ら
れ
て
い
ま
す
。
給

食
室
で
は
給
食
の
調
理
員
さ
ん
が

窓
越
し
に
子
ど
も
の
顔
を
見
な
が

ら
お
い
し
い
給
食
を
作
っ
て
い
ま

す
。
中
休
み
に
は
そ
の
に
お
い
が

し
て
き
て
わ
く
わ
く
し
ま
す
。

い
つ
も
子
ど
も
の
笑
い
声
が
響

い
て
い
て
、
ほ
ん
わ
か
し
た
ム
ー

ド
が
感
じ
ら
れ
る
学
校
で
す
。
地

域
の
方
々
は
こ
の
雰
囲
気
を
「
本

宿
ら
し
さ
」
と
よ
ん
で
、
代
々
応

援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
か
ら
は
、「
社
会
と
か

か
わ
り
共
に
考
え
表
現
す
る
児
童

の
育
成
」
を
重
点
に
、
社
会
科
・

生
活
科
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
地
域
で
働
い
て
い
る
方
々

や
地
域
に
古
く
か
ら
住
ん
で
い
る

方
々
を
学
校
に
お
招
き
し
て
、
共

に
学
習
し
た
り
、
地
域
の
あ
ち
こ

ち
を
探
検
し
友
達
と
共
に
考
え
て

は
表
現
し
、
表
現
し
て
は
ま
た
考

え
る
と
い
う
質
の
高
い
教
育
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。

市
の
奨
励
校
発
表
会
は
10
月
22

日
、
全
校
公
開
日
は
10
月
30
日
、

は
と
の
子
発
表
会
（
劇
と
音
楽

の
発
表
会
）
は
11
月
13
日
で
す
。 

「
本
宿
ら
し
さ
」
を
肌
で
感
じ
て

い
た
だ
く
た
め
ぜ
ひ
ご
来
校
く
だ

さ
い
。

温
か
な
地
域
の
方
々
に
支
え
ら

れ
、
昨
年
度
、
開
校
60
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
文
字
通
り
「
地
域
に

根
ざ
し
た
学
校
」
で
す
。

本
校
に
は
「
仲
間
よ
」
と
い
う

生
徒
会
歌
が
あ
り
ま
す
。
今
か
ら

38
年
前
（
昭
和
47
年
）、
生
徒
の
中

か
ら「
卒
業
記
念
に
何
か
作
ろ
う
」

と
い
う
声
が
上
が
り
、
全
校
生
徒

に
生
徒
会
歌
の
歌
詞
を
募
り
、
左

の
よ
う
な
「
仲
間
よ
」
と
い
う
詞

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
曲
を

つ
け
、以
来
、対
面
式
、生
徒
総
会
、

離
任
式
な
ど
学
校
行
事
の
様
々
な

場
面
で
歌
わ
れ
て
い
ま
す
。

仲
間
よ
見
上
げ
よ
う

　
遠
く
の
未
知
の
空

仲
間
よ
振
り
返
ろ
う

　
今
来
た
道
を

仲
間
と
支
え
合
い

　
共
に
歩
む
の
だ

青
春
の
道
へ
友
と
　
語
り
合
い

　
強
く
大
き
く
　
は
ば
た
こ
う

ま
た
、
本
校
は
開
校
以
来
標
準

服
の
な
い
学
校
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
に
は
、
生
徒
の
自
主
性
を
重

ん
じ
る
精
神
が
脈
々
と
受
け
継
が

れ
て
い
ま
す
。
自
分
で
考
え
、
自

分
に
責
任
を
も
ち
、
進
ん
で
行
動

し
て
い
く
、
そ
う
し
た
精
神
は
、

生
徒
会
活
動
に
も
よ
く
表
れ
て
い

ま
す
。
年
２
回
、
生
徒
会
が
主
催

す
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
「
熊
沢

杯
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
チ

ー
ム
作
り
か
ら
始
ま
り
、
昼
休
み

を
利
用
し
た
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
形
式

の
試
合
、
そ
し
て
表
彰
式
ま
で
企

画
運
営
の
す
べ
て
を
生
徒
た
ち
が

行
っ
て
い
ま
す
。（
優
勝
チ
ー
ム

は
最
後
に
教
員
チ
ー
ム
と
対
戦
し

ま
す
。）

こ
の
よ
う
に
、第
二
中
学
校
は
、

開
校
以
来
「
自
主
自
立
」
の
精
神

を
重
ん
じ
、「
誰
か
ら
も
愛
さ
れ

る
地
元
の
学
校
」
を
め
ざ
し
て
、

日
々
歩
ん
で
い
ま
す
。

保
護
者
・
地
域
と
の
積
極
的
な
連
携
を
め
ざ
し
て

「
本
宿
ら
し
さ
」
を
生
か
し
た
教
育
を
め
ざ
し
て

生
徒
会
歌
の
あ
る
、「
誰
か
ら
も
愛
さ
れ
る
地
元
の
学
校
」
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第
一
小
学
校

吉
祥
寺
本
町
４
―

17
―

16　

☎
（
２
２
）
１
４
２
１

本
宿
小
学
校

吉
祥
寺
東
町
４
―

1
―

9　

☎
（
２
２
）
４
７
２
３

第
二
中
学
校

桜
堤
1
―

7
―

31　

☎
（
５
２
）
２
１
４
８

夏まつり・水ヨーヨーつりは楽しいな

盆踊り・地域の方々と一緒に！

おいもパーティーにご招待

優勝チームはチーム先制（先生）攻撃と対戦！

どうやったらうまく回るの？

武二中の新しい伝統の一つになりました

学校だより
市立小中学校の様々な活動を紹介します


